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こ
の
夏
、
経
営
者
と
し
て
共

に
学
び
、
時
に
は
仲
間
と
食
事

を
し
た
り
と
親
交
の
あ
っ
た

社
長
が
、
突
然
、
他
界
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
も
三
〇
代
と
い
う

若
さ
で
し
た
。
弊
社
の
サ
イ
ト

を
二
年
前
に
製
作
し
て
い
た

だ
い
た
際
、
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
サ
イ
ト

に
し
た
い
と
何
度
も
足
を
運

ば
れ
、
仕
事
へ
の
想
い
を
問
い

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
載
せ
る
「
今
ま
で
の
ご
縁
、

こ
れ
か
ら
の
ご
縁
」
と
い
う
言

葉
は
、
手
描
き
が
い
い
と
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
弊

社
の
ス
タ
ッ
フ
が
筆
文
字
で

原
稿
書
く
と
、
「
い
い
ね
～
、

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ら
し
さ
が
出

て
る
よ
。
」
と
い
う
言
葉
が
今

で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

社
長
を
失
く
さ
れ
た
会
社
、

そ
し
て
家
族
に
は
、
前
に
進
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
実
が
あ
り
ま
す
。
会
社
の
存

続
、
家
族
の
生
活
、
こ
の
ど
ち

ら
も
守
り
き
る
こ
と
は
、
経
営

者
の
大
切
な
役
割
で
あ
り
、
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
自
社
の
役
割
で
す
。 

「
誰
を
、
ど
の
よ
う
に
幸
せ
に

す
る
た
め
の
仕
事
で
す
か
」 

と
い
う
問
い
か
け
が
、
サ
イ
ト
を

開
く
た
び
に
、
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 
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裏面へ       

続く 

８月に起きた広島の土砂崩れ、皆様も記憶に新しい

ことと思います。 

被災にあわれた方々には、お悔やみ申し上げます。 

地球温暖化に伴う猛暑・豪雨の増加により全国で水

災が頻発しています。また、人口・産業の集中や開

発に伴う保水機能の低下により、都市部における水

災も深刻化しています。東海地方でも昨年は、大型

台風の水害による給付請求が多数発生しました。 

「水災」への備えは万全ですか。 

 

火
災
保
険
で
は
「
火
災
・
落
雷
・
破
裂
・
爆
発
」
へ
の
備
え
に
加

え
て
「水
災
」に
備
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

例
え
ば
、
こ
ん
な
場
合
に
も
保
険
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。 

☆
台
風
に
よ
る
大
雨
で
近
く
の
川
が
氾

濫
し
、
床
上
浸
水
を
被
っ
た
。 

☆
都
市
部
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
雨
水

が
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
、
床

上
浸
水
を
被
っ
た
。 

 

☆
山
間
部
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
が

け
崩
れ
が
発
生
し
、
土
砂
に
家
屋

が
押
し
流
さ
れ
た
。 

 

一
度
、
ご
自
身
の
火
災
保
険
の
内
容

を
ご
確
認
し
て
み
て
は
？ 

近年、多くの自治体で作成・公表されているハザードマップに

は、危険度を示した地図や防災上の施設・避難場所を示して

あるので、「リスク」と「必要な備え」が見えてきます。 

なんと平成 21 年「第 1 回 e 防災マップコンテスト」にお

いて「一宮市五日市場地区手づくりハザードマップ」が最

優秀賞に輝いたそうです！ 

ご家族で避難場所などを相談しながら、我が家のハザードマッ

プを作ってみてはいかがでしょうか。 

「ハザードマップ」をご存じですか？ 

 

保険会社・商品により、補償内容

が異なります。詳細は、ご加入の

保険会社にご確認ください。 

「ハザードマップ」は、多くの市町

村の HP に掲載されています。 

避難時の心得や、非常持ち出し品

チェックリスト等も紹介されてい

て、お役立ち情報が満載です。 

アビっとく損害保険「豆知識」 ★「水災」への備えはお済ですか？★ 

 アビっ得損害保険「豆知識 

 アビっ得損害保険「豆知識 

http://www.pref.aichi.jp/0000035686.html
http://www.pref.aichi.jp/0000035686.html


ご契約の生命保険証券・損害保険証券を 

今一度御覧ください。住所、保険契約者・被保険者の名

義、保険金受取人など 変更の必要はありませんか？ 

変更がある場合は、早急にお手続きが必要となります。

その他、解約・医療などの給付金請求なども弊社ご契約

分につきましては、弊社へご連絡ください。 

※ 医療給付は、可能な限り入院前のご連絡をオススメ

します。 

アビリティーでは、皆様の意向に沿った金融知識、最新

情報を提供し、皆様の側に立ってご提案いたします。 

法人対策・・・保障・退職金・内部留保 

  事業承継・相続など 

個人対策・・・結婚・出産・相続・離婚 

  資産運用・住宅購入など 

 

有限会社アビリティー  

代表取締役社長 木全 裕子 

〒491-0844 

愛知県一宮市八町通 1－11－2－101 

TEL：0586－23－1289 FAX：0586－23－1299 

Mail：mail@ability-fp.co.jp 

URL ：http://ability-fp.co.jp 

 

 

 

アビっとく「豆知識」 ★ 「健康寿命」ってなに？ 

ｎ？ 平均寿命は、周知された言葉ですが、「健康寿命」という言葉をご存知でしょうか？ 
健康寿命とは…日常的に介護を必要としないで、自立した生活ができる期間のことを言います。 

よって、平均寿命―健康寿命＝不健康な期間（介護が必要な期間）となります。 
平成 22 年厚生労働省統計より 

男性 平均寿命 79.55 歳 － 健康寿命 70.42 歳 ＝ 9.13 年 
女性 平均寿命 86.30 歳 － 健康寿命 73.62 歳 ＝ 12.68 年 
介護を必要とする期間が長いことに、驚かされます。 
健康寿命の延伸、そして、介護への備えが大切です。 

 

ちょっとびっくり！ 

県別「健康寿命ランキング」 

愛知県は 男性 1位。女性 3位。 

 

 

～健康寿命の延伸～ 
生涯にわたっての健康管理 

生活習慣病の予防・正しい食生活・ 

適度な運動・禁煙等 

自治体や企業も、住民や社員の生

活習慣の改善や、健康診断の受診

向上などの健康づくり対策に積極

的に取り組み始めています。タニ

タ食堂など有名ですね。 

～介護に向けての備え～ 
介護にかかる費用を調べる 

医療費・住宅改修費・ 

介護用品購入費・施設入居費等 

介護状況の把握  など 

★介護の費用を、民間の保

険で備えることもできますの

で、詳細は、アビリティーま

でお問い合わせください 

10 月の第 2 月曜日は、「体育の日」 

スポーツに親しみ、健康な心身を培う日です。 
2000 年のハッピーマンデー制度以前は、10 月 10
日が「体育の日」でした。これは、1964 年に日本

で初めて開催された東京五輪の開催式が行われ

た日です。休日は、ゆっくり過ごされる方も多い

と思いますが、日ごろの運動不足解消に、この日

はスポーツに勤しんでみてはいかがでしょうか。 
～2020 年に開催される東京オリンピック～ 

開催日は 10 月？？ではなく．．． 
オリンピック  7 月 24 日～8 月 9 日 
パラリンピック 8 月 25 日～9 月 6 日 
85％の競技会場を選手村から半径8キロ以内に配

置し、選手や関係者に負担の少ない「コンパクト

な五輪」となっているそうです。 
今から、オリンピック貯金をして、是非間近で観

戦したいものです！ 例えば、月３千円の貯金を

５年続けると１８万円貯まりますね。 

体育の日～夢見る五輪観戦！ 

「プチ豆知識」 
重要 

次へ 

mailto:mail@ability-fp.co.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 会社案内・イベント・人材募集・アビレターへの掲載／同封ご希望などアビリティーまでご連絡下さい。 

 

夏休みの宿題！    会社のスローガン“感謝とお詫びは 伝わるように伝える”を 

今年のお盆休みは、それぞれの家庭で実践するという宿題でした。さて、その成果は？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アビリティーのご縁です！  ～第 9縁～ 

 グリーンハウス株式会社 代表取締役社長  矢島 義大氏 
 

矢島社長と私（木全 裕子）の出会いは、今から 1 年半ほど前です。正確には、

高校の同級生なので「再会」なのですが、お互いあまり記憶になく、ですから、

1年半前が初対面のようなもの。その時は建設業の会社に所属されており、 

「１年後には一宮に戻って、リノベーション専門の会社を始めたい！」とマン 

ションのリノベーションについて説明される矢島社長の笑顔が印象的でした。 

そして、1 年ぶりに再会した時には、そのビジョンを達成されて一宮に会社を設

立されました。いつもお会いするたび、楽しそうに仕事の話をされるので、きっ

とご縁のあるお客様も、笑顔に、トークに引き込まれるのではないでしょうか。 
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